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例 年 と 比 べ て 早 い の か 遅 い の か を 気 に し て い ま し た が 、 よ う や く 木 々 が 色 づ

いてきました 。現在 会員登録数 4,366 人さま。次号は 12 月 20 日発行の予定

です／  
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●  講演と対談「幼 年 文学のはじま りと現 在」  ※参加 者募集 中  

12 月８日（日）  13： 00～ 16： 00 大阪府立中央図書 館  多目 的室  

講師：石井睦 美さん （作家 ・翻訳 家）、 宮 川健郎理事長  

大人向け、定員 60 人、参加費 1000 円  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#061208  

＜ 同 時 開 催 ＞ 大 阪 府 立 中 央 図 書 館 で は 、 国 際 児 童 文 学 館 企 画 展 示 「 幼 年 文 学

のはじまりと 現在」 を 12 月 28 日まで開 催中（ IICLO 協力）。  

 

●  オンライン講座 「 2023 年に出版さ れた 子どもの本か ら」  ※終了間近  

2023 年に出版され た 新しい子ども の本約 300 冊をテーマやジ ャ ンル、年齢別

に紹介し、現 在の子 どもの本の傾 向につ いて考えます 。  

配信期間：配 信中～ 12 月 16 日（月）  視 聴料： 1000 円  

講師：土居安 子（当 財団理事・総 括専門 員）  

※詳細・申し 込みは  →  https://2023kodomonohon.peatix.com/  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram https://www.instagram.com/iiclo_official/   随時更新  

 

●  Ｘ（旧 Twitter） https://twitter.com/IICLO_News  毎日更 新  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『ふみきりペ ンギン』 おくはらゆ め /作・絵  あかね書 房  2024 年 10 月  対

象年齢：小学 校中学 年以上  

 

＊今回のゲス トは 当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

あらすじ：小学３ 年生 の「ゆうと」が、左利 きをからかわ れたこ とを気にして

踏み切りの前 に立っ ていたら、踏み切 りの むこうに５羽 のペン ギンが見え 、

左 手 で え ん ぴ つ を 持 つ の を か ら か う 声 が 聞 こ え ま す 。 そ の あ と 、「 ゆ う と 」

と姉の「 さき」は、ヘ ビ公園で「るり 」に出 会います。「る り」は 、「ななこ 」

と 公 園 で け ん か を し て 、 一 人 で ヘ ビ の 遊 具 の 「 な め て も ら え ば  ね が い か

なう」という言い伝 えを調べてい ました 。「ななこ」と「まいち ゃん」の学

校での不思議 な体験 をはさんで、最 後は、ヘビ公園の言 い伝え を調べに、子

どもたちが図 書館へ 行きます。  

 

Ｔ：楽し い「絵童話」だと思って読 みまし た。「絵童話」とい う ジャンルは確

立 し て い ま せ ん が 、 絵 本 と 文 学 の 間 に あ り 、 絵 が な け れ ば 成 立 し な い 童 話

作品だと考え ていま す。たとえば 、いと う ひろしの「お さる」シ リーズ（講

談社）が挙げ られます 。この作品も 、踏み切 りで「ゆうと 」が「 お れは、ヒ

ラヒラに左手 をのば し、そして、にぎ りし めた。」とい う場面が ありますが、

絵があること で「ヒラ ヒラ」とは何か がすぐ わかるように なって います。著

者が絵と文の 両方を かいているか らこそ 、成立してい ます。  

Ｙ：「るり」が 、「なな こ」に自分が描い た絵 を見せて仲直 りをす る場面なども

絵があってこ その作 品だと思いま した。  

Ｔ：そしてそ れによ って、言葉が 簡潔に なっています 。  

  また、構成の 妙 も感じました。冒 頭 に、「ゆうと」が から かわれたことで

悩んでいます が、結末 に、「ゆうと」をから かった「そうすけ」が 、実は「ゆ

うと」に「おな らマン 」というあだ名 を付け られたことを 気にし ていること

がわかります。そ して 、二人が和解する とこ ろで終わりま す。まる で、しり

とりのような 展開が おもしろいで すね。  

Ｙ：「ゆう と」と「そ うすけ」、「るり」と「ななこ」のよう に 、ちょっとした

わ だ か ま り が 、 溶 け て い く の が 読 ん で い て う れ し い 気 持 ち に な り ま し た 。

そ し て 、 解 決 の 媒 介 と し て ペ ン ギ ン や ヘ ビ や ラ イ オ ン や フ ク ロ ウ な ど 、 そ

れぞれの子ど もが不 思議を見ます 。  

Ｔ ： 小 学 ３ 年 生 の 子 ど も な ら で は の 感 じ 方 が 書 か れ て い ま す 。 同 年 齢 だ け で

なく、「ゆうと 」の 姉 の「さき 」と「るり 」、図書館 にこもって 漢 字検定の勉

強をしている「そ うす け」と司書の「いな ば さん」という異年 齢の 友だち関

係も描かれて います 。  

Ｙ：そんな中 で「ふ つう」とは何 かとい う問いかけが なされ ています。  

Ｔ：「ななこ」と「 ま いちゃん」が学校 の 鏡で三つ編み をした いライオンに出

会いますが、そのラ イオンがトラ ンスジ ェンダーであ るなど 、「ふつう」は

多様な切り口 で描か れています。  

Ｙ：全 体としては、ヘ ビの遊具の「なめ ても らえば  ねが いかな う」という言

い伝えの謎解 きとい う筋がありま すが、ど の時代でもあ る、願 い やうわさ、

言 い 伝 え の お も し ろ さ が 描 か れ て い る 点 が 印 象 的 で し た 。 ま た 、 見 返 し に



地図があった り、「ゆ うと」が見 たペンギン が市のキャラ クター だったりす

るように、公園、学 校 、図書館など、子ど も たちがコミュ ニティ の中に生き

ているという メッセ ージが伝わる ところ もおもしろか ったで す 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 111 回「二十六夜 」  

 梟の声と汽 車の音  

 

旧 暦 六 月 二 十 四 日 の 晩 、 北 上 川 沿 い に あ る 獅 子 鼻 の 松 林 で 、 年 老 い た 梟 の 坊

さんが仲間の 梟にお 経を唱えてい ました 。それは〈梟鵄守護 章 〉（きょ うしし

ゅ ご し ょ う ） と 呼 ば れ る 梟 の お 経 で す 。 子 ど も た ち は 退 屈 の あ ま り 遊 ん だ り

喧 嘩 を し た り し ま す が 、 一 番 小 さ な 穂 吉 は お と な し く 、 熱 心 に 説 法 を 聞 い て

いました。  

 

翌 二 十 五 日 の 晩 、 梟 た ち は み ん な お ろ お ろ し て い ま す 。 穂 吉 が 草 刈 り に 来 た

人 間 の 子 ど も に つ か ま っ て し ま っ た の で す 。 赤 い 糸 で 足 を 縛 ら れ た 穂 吉 は 逃

げるのを諦め 、お母 さんは〈ま るで火が ついたように 声をあ げて泣き〉、坊さ

んは〈ああ可 哀そうな ことじゃ不愍 なこと じゃ〉と繰り 返します 。みんな穂吉

のことを心配 しなが ら、昨夜の講 釈の続 きを聞きます 。  

 

明けて、六月 二十六 日 （三日目） の晩。  

獅子鼻の松林 に集ま った梟のなか に、〈半 分横になって 、じっと 目をつぶって

い〉る穂吉の 姿があり ました。穂吉 は人間の 子どもに足を 折られ、放り出され

たのです。梟たち は怒 り、人間への仕返 しを 口にしますが、坊 さん は〈仇を返

し た い は も ち ろ ん の 事 な が ら 、 そ れ で は 血 で 血 を 洗 う の じ ゃ 。 こ な た の 胸 が

霽 れ る と き は 、 か な た の 心 は 燃 え る の じ ゃ 。 い つ か は ま た も っ と 手 ひ ど く 仇

を受けるじゃ 、この身 終って次の生 まで、そ の妄執は絶え ぬのじ ゃ。遂には共

に 修 羅 に 入 り 闘 諍 し ば ら く も ひ ま は な い の じ ゃ 。 必 ら ず と も に さ よ う の た く

みはならぬぞ や。〉 と 教え諭し ます 。  

 

その後、〈二十六 夜の 金いろの鎌の 形のお 月さま〉が 空に昇り ます。月か らは

紫色の煙が出 、煙は雲 を作り、その 雲の上に〈金いろの立 派な人が 三人まっす

ぐに〉並び立ちます。みんなは〈南無疾翔 大 力〉と高く叫び、その 菩薩の〈か

がやく左手が こっち へ招くように 伸びた と思うと〉、穂吉 は〈 冷たくなって 少

し口をあき、 かすか にわらったま ま、息 がなくなって いまし た〉。  

 

難 解 な 説 法 が 繰 り 返 さ れ ま す が 、 お 坊 さ ん の 講 釈 は 大 衆 に 説 き 伏 せ る よ う に

わかりやすく 語られ ます。一方、兄弟のな かで最も幼く 従順で、退屈なお経も

熱 心 に 聴 く 穂 吉 が 人 間 の 子 に 足 を 折 ら れ 、 や が て は 死 に 至 る 結 末 は 、 宗 教 色

が強い作品と はいえ 、厳しいもの です。  

 

ところで、物語のなか に流れている のは、実 に対照的な「音」で す 。ゴホゴホ

と 唱 え ら れ る 老 梟 の 説 法 の 声 。 他 方 、 松 林 や 梟 の 世 界 に た び た び 混 入 し て く

るのは、人 間が造り出 した近代的な 汽車の 音。〈 お経の声と 汽車 の音の対比を

通して本作の 特質を 捉えることも 可能〉と も言われます が（小埜 裕二「二十六

夜」平成十 五年）、こ の対照的な音 は、両 者が決して交 わるこ とのないこと を

示 し つ つ 、 同 時 に 双 方 が 常 に 隣 り 合 わ せ に 在 る こ と を 思 い 知 ら せ ま す 。 汽 車

の 音 を 間 近 に 感 じ な が ら 生 き る 梟 に と っ て 、 人 間 は 不 条 理 な 死 を も た ら す 存

在です。  



 

穂 吉 の 昇 天 を 描 い た あ と 、〈 そ し て 汽 車 の 音 が ま た 聞 え て 来 ま し た 。〉 と 語 っ

て物語は閉じ られま す。汽車は、不条理な 人間を暗示す るとと もに、銀河鉄 道

の ご と く 、 死 者 を 旅 立 た せ る も の な の か も し れ ま せ ん 。 穂 吉 の か す か な 笑 い

は、よだかや 小十郎と も通じる〈離 苦解脱〉への歩みを示 してい るようです。

（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、新 潮 文庫版『新 編  風の 又三郎』によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６５  

*****************************************************************  

 

いやになっち ゃう  いやになっち ゃう  

あたしは  こ んなに  おしゃれな こなの に  

あたしの  な まえは  おしゃれじ ゃない の  

いったい  あ たしは  どうすれば いいの  

ああ  でもき っと  どうにもなら ない  

ぜつぼうだ  

 

（「 あ た し は す み れ 」『 す み れ ち ゃ ん 』  石 井 睦 美 /作  黒 井 健 /絵  偕 成 社  

2005 年 12 月  p.8）  

 

すみれちゃん は、自分 の名前が「お しゃれじ ゃない」と思 って引用 のような歌

を歌います。パパが驚 いて「ぜつぼ うってな にかしってる のか？」と聞くと、

「ぜつのぼう」と い う棒だと説明 します 。そして、すみれちゃ んは、「フロ ー

レンスってい うなま えになるべき だった」と言うのです 。フロー レンスは、お

ばあちゃんに もらっ た、『 フェアリー 』と いう絵本の花 の妖精 のことだと言 い

ます。パパはすみ れち ゃんに「すみれ」と い う名前の由来 を説明 し、植物図鑑

を 見 せ て く れ ま す 。 す み れ ち ゃ ん は 図 鑑 の 写 真 を 見 て 、 フ ロ ー レ ン ス に そ っ

くりだと喜び、パ パが すみ れの花の ことを「 エレガントだ」と いう と、また歌

を作ります。  

 

こ ん な ふ う に 、 す み れ ち ゃ ん は 、 自 分 の 周 り に ア ン テ ナ を い っ ぱ い は り め ぐ

ら せ て 、 周 り の で き ご と や こ と ば を 自 分 な り に 理 解 し 、 自 分 ら し く あ る た め

に 前 向 き に つ き 進 ん で い き ま す 。 自 己 肯 定 感 の 高 さ か ら 両 親 に 愛 さ れ て す く

す く 育 っ て い る 様 子 が 読 み 取 れ ま す 。 パ パ と の ち ぐ は ぐ な 会 話 は ユ ー モ ラ ス

で 、 す み れ ち ゃ ん に は す み れ ち ゃ ん の も の の 見 方 や 考 え 方 が あ る こ と が わ か

り、それをパ パが尊 重していると ころに 共感します。  

 

本書は全６話 で、かり んちゃんとい う妹が 生まれます。すみれち ゃんが「ママ

っ、たいへん。か りん ちゃん、歯がな いの。」には思わず笑 ってし まいました。

（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

市立伊丹ミュ ージア ムで 12 月 22 日まで開 催されている「伊藤 潤 二展  誘惑」

に行ってきま した。 伊藤潤二は、 1963 年に岐阜県中津 川市で 生ま れた漫画 家

で、「月 刊ハロウ ィン」（朝日ソノ ラマ）新 人 漫画賞「楳 図賞」の 創 設をきっか

けに、楳図か ずお氏 に読んでもら いたい 一念で投稿し 、 1986 年、投稿作『 富



江』で佳作受 賞。こ の作品がデビ ュー作 となり、代表 作にな ります。 1998 年

から「週刊ビッグコ ミックスピリ ッツ」（ 小学館）で『うずま き』の連載を開

始し、その後 も『ギョ 』や『潰談 』などを 発 表しています（参考：本展覧会Ｈ

Ｐ）。自 筆原画、ネー ム、イラスト 、絵画 、フィギュア など 600 点以上が「美

醜」「日常 に潜む恐 怖 」「世界」 の ３章で 構 成され、展示 されて いました。  

 

ポスターを見 ると「怖 い」イメージ が先行し て、楽しめる だろうか と心配しな

が ら 展 示 を 見 ま し た が 、 原 画 は 線 が 緻 密 で 美 し く 、 不 思 議 と 怖 さ を 感 じ ま せ

んでした。特に、女性 が上品で美し く、楳図 かずお「洗礼」を思い 出しました。  

 

何度でもよみ がえる 美女「富江」や、顔や 体の一部が変 化して うずまきにな る

「うずまき」など、そ の変化のあり ようが 多様で、繰り 返し見て いくうちに、

怖さとともに 笑いも こみあげてき ました。また、作品に 添えられ ている、お話

の 発 想 や キ ャ ラ ク タ ー に つ い て の 伊 藤 潤 二 の 解 説 が 興 味 深 く 、 時 に 批 評 性 が

あったり、自 虐的で あったりして 作品を 二重に楽しむ ことが できました。  

 

自分の写真を 撮影し て、それが「 うずまき 」に変化して いくのが 映像として見

られるコーナ ーもあ り、何度も試 してしま いました。ホ ラーって 何だろう。な

ぜ、人は怖い ものが見 たいのだろう などと、考えながら展 示を見 ました。未読

の漫画も多く あった のでこれから 読んで みたいと思い ました （ Ｋ）。  

 

市立伊丹ミュ ージア ム  https://itami-im.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ５回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その１  『現 代児童 文学論』  

 

ことしは、古田 足日・田畑精一の絵 本『おし いれのぼうけ ん』（ 童 心社 1974 年）

の刊行 50 周年にあた ります。私が古田 足日 先生（ 1927～ 2014 年）に出会った

のは、『お しいれの ぼ うけん』が刊 行され た、つぎの年 。私は 19 歳でした。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「中辻悦子 展  Where are you from? どこからきたの 」  

会期：開催中 ～ 11 月 30 日（土）  11： 00～ 19： 00  ※休廊 日あり  

場所： Yoshiaki Inoue Gallery（大阪市）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

https://itami-im.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 ふ み き り ペ ン ギ ン 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は 12 月 10 日（火）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

先日、「大 阪商業大 学 商業史博物館 」に行 ってきました 。学芸 員さんの説明

を聞きながら 、江戸 時代の商都大 阪の繫 栄や河内木綿 にまつ わる史料を見 せ

ていただきま した。 さまざまな文 化を将 来に伝えてい く活動 は、当財団と も

通じるものが ありま す。新たな発 見もあ り、大いに楽 しめま した。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

